
ドロノキハムシ

ポプラやヤナギの葉を食べるイモムシ（幼虫）または甲虫（成虫）．幼虫は最大長約15mm．体は黄色で黒い斑紋がある．頭部

は黒い．成虫は体長約10mm．背中は赤，頭の方が青黒い．下側や脚は青黒い．

森林や街路樹でまれに多発する．

１．成虫，体長9mm．2001/8/1．美唄市，ヤナギの１種．

【学名】 Chrysomela populi 

【分類】 コウチュウ目（Coleoptera），ハムシ科（Chrysomelidae）

【分布】 北海道，本州，四国，九州；旧北区．

【生態】

北海道では年２回発生するといわれている．成虫は土中で越冬．春に若葉を食べる．卵は約５０個ずつ葉裏に並べて産み付けら

れる．幼虫は小さなときは集団で葉の表面を削り取るように食べ，食害された葉は網目状になって枯れる．成長した幼虫や成虫

は葉の柔らかな部分を食べ，葉脈を残す．葉裏や小枝で蛹になる．７月に成虫になり，再び産卵，夏に幼虫が現れる．秋には成

虫になって越冬に入る．

発育ステージ ～３月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１～

成虫（越冬） ＋＋＋ ＋＋＋ ‥ ‥＋＋ ＋＋＋

成虫（摂食）・卵 ‥○○ ○○‥ ‥○○ ○‥ ‥○○ ‥

幼虫（摂食・成長） ‥ ■■■ ‥‥■ ■■■ ‥

蛹 ‥◇ ◇‥ ‥◇ ◇‥



【被害と防除】

ときどき多発するが，たいてい１年で被害は終わる．防除は普通必要とされない．
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「文章」 原秀穂，北海道立林業試験場，2001/8/18-12/13．
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「写真１」 原秀穂，北海道立林業試験場，2001．
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